
 

 

 

実施日 令和２年７月２日 担当 諫早労働基準監督署 

陸上貨物運送事業者による労働災害防止の徹底について（緊急要請） 

 

 諫早労働基準監督署（署長 竹永 剛）管内における令和２年の運輸交通業の休業

4日以上の労働災害の発生状況については、5月末日現在で26人となり、前年比で

＋14人（＋116.6%）と急増し、大変憂慮すべき状況となっています。 

また、本年 6 月には配送先での荷役作業中、運転手がトラックの荷台から墜落し

て、約1メートル下の地面（アスファルトの路面）で後頭部を強打し、一時意識不明

となる事案が2件相次いで発生しました（別表 「令和2年6月に諫早労働基準監督

署管内で発生した災害事例」を参照）。 

このような状況を踏まえ、当署では管内の陸上貨物運送事業者（８７事業場）に対

して、荷役作業における労働災害防止の徹底を求める緊急要請を行いました。  

 なお、令和 2 年の全産業の休業 4 日以上の労働災害の発生状況については、５月

末現在で96人となり、前年比で－11人（-10.3%）と減少しています。 

 

 

（ 参照文書 ） 

  ・緊急要請書 「労働災害防止の徹底について」 

  ・別表 「令和2年6月に諫早労働基準監督署管内で発生した災害事例」 

  ・別添 「陸上貨物運送事業 「荷役5大災害」 防止チェックリスト」 

    ・パンフレット 「陸上貨物運送事業におけるトラック荷台からの転落を防ぐ 

ために」 
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時下ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。 

また、日頃より労働基準行政の推進にご理解、ご協力いただき、厚く御礼申し

上げます。 

さて、当署管内における平成 31・令和元年の休業 4 日以上の労働災害の発生

状況は、全産業では 349 人（対前年比＋39 人、12.6%）と増加傾向にありますが、

運輸交通業では 47 人（対前年比－6人、-11.3%）と減少しました。 

 なお、本年においては5月末日現在、全産業で96人（対前年比－11人、-10.3%）

と前年よりも労働災害が減少しておりますが、これとは逆に運輸交通業では 26

人（対前年比＋14 人、+116.6%）と急増しており、大変憂慮すべき状況となって

います。 

 また、本年 6 月には配送先での荷役作業中、運転手がトラックの荷台から墜

落して、約 1メートル下の地面（アスファルトの路面）で後頭部を強打し、一時

意識不明となる事案が 2件相次いで発生しました。（別表をご参照下さい。） 

 さらに調査の結果、これらの災害では労働安全衛生法並びに荷役災害防止ガ

イドラインに定められた措置が十分に実施されていないことが判明しました。 

 つきましては、荷役作業における労働災害防止のうち、特に重篤な労働災害に

つながるおそれのある 5大災害 （1.「墜落・転落災害」、2.「荷崩れ」、3.「フ

ォークリフト使用時の事故」、4. 「トラックの無人暴走」、5.「 トラック後退時

の事故」） の撲滅に向けて、新型コロナウイルス感染症の拡大防止はもとより、

熱中症の予防に十分ご配慮いただきながら、別添の陸上貨物運送事業「荷役 5大

災害」防止チェックリスト及びパンフレット「陸上貨物運送事業におけるトラッ

ク荷台からの転落を防ぐために」を参考に積極的な安全衛生管理活動を展開し

て下さいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

 

(別表) 

令和 2年 6月に諫早労働基準監督署管内で発生した災害事例 
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災害の 

種 類 
チ ェ ッ ク 項 目 

チェック 

（※2） 

改善方針等 

（※3） 

共 

通 

① 荷役作業においては必ず保護帽を着用させていますか。     

② 滑る場所では、耐滑性のある靴（F マーク）を使用させていますか。   

墜
落
・転
落 

① 作業計画・作業手順書を作成し、作業指揮者を配置していますか。   

 
 

② 荷台上では簡易作業床等を使用していますか。  

 

③ 荷台への昇降は昇降設備を使用させていますか。  

 

④ 荷台の端で背を外側に向けないようにしていますか。  

 

⑤ 高所では要求性能墜落制止用器具を使用させていますか。  

 

荷
崩
れ 

① 作業計画・作業手順書を作成し、作業指揮者を配置していますか。     

② 荷付けの際、適切な固定・固縛を行わせていますか。   

③ トラックで輸送中、適宜停車時に積荷の点検をさせていますか。   

④ 荷下ろし時、積荷の落下の危険がないか確認させていますか。   

⑤ 荷の固定・固縛方法に係る教育を実施していますか。   

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
使
用
時 

① 作業計画・作業手順書を作成し、作業指揮者を配置していますか。     

② フォークリフトの運転は、適切な資格者に行わせていますか。     

③ 人を昇降させる等の用途外使用はさせていませんか。   

④ バック走行時には、後方の確認を行わせていますか。   

⑤ 自社の敷地の場合、フォークリフトと歩行者を区分していますか。   

無
人
暴
走 

① 作業計画・作業手順書を作成していますか。     

② 降車時には逸走防止措置を実施させていますか。   

③ 逸走した時、止めることを禁止し、周囲に警告させていますか。   

④ 降雪・凍結した坂道には、原則停車することを禁止していますか。   

ト
ラ
ッ
ク
後
退
時 

① トラックの後方が確認できないとき、後退を禁止していますか。     

② 後方の誘導者がいる場合、誘導者を目視して後退させていますか。   

③ 後退警告音の音量は下げないようにしていますか。   

④ 自社の敷地の場合、後退時に誘導員を配置していますか。   

⑤ 自社の敷地の場合、トラックと歩行者を区分していますか。   

※1：このチェックリストは、監督署に提出していただく必要はありません。 

※2：チェック欄には、「○」 実施している、「△」 一部実施している、「×」   

実施していないを記入してください。 

※3: 改善方法等欄には、問題点とそれに対する改善方針、実施時期等を具体的 

に明記してください。 

  

陸上貨物運送事業 「荷役 5 大災害」 防止チェックリスト（※1） 別添 

お問合せ先 諫早労働基準監督署安全衛生課（中川又は江崎） 電話 0957－26－3310 
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